
第
一
章

　モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
化
す
る
「
日
本
」

１
　
パ
リ
万
博
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
か
な
い
「
日
本
」

「
日
本
的
」
な
も
の
の
ロ
ジ
ッ
ク

写
真
壁
画
「
観
光
日
本
」

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
「
日
本
」

「
日
本
」
の
表
出
の
浅
さ

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
だ
け
が
際
立
っ
て
い
る

希
薄
な
「
日
本
」
と
過
剰
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

日
本
の
フ
ォ
ト
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
源
流

「
断
片
」
は
文
章
に
な
る

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
汎
用
ツ
ー
ル

目
　
次

ま
え
が
き

11181853

２
　
寺
田
寅
彦
と
昭
和
初
頭
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
ブ
ー
ム

流
行
語
と
し
て
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
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ノ
ベ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
上
映
禁
止
作

「
現
代
思
想
」
と
し
て
の
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
叫
ぶ
と
襟
を
正
す
観
客
た
ち

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
い
か
に
大
衆
化
し
た
か

日
本
を
語
る
た
め
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
に
よ
る
指
摘

映
画
学
は
日
本
文
化
を
論
じ
る
方
法
に
な
っ
た

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
三
つ
の
条
件

「
漢
字
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
主
張
す
る
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン

浮
世
絵
も
能
も
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
？

ソ
ビ
エ
ト
と
日
本
の
絵
画
教
育

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
日
本
文
化
に
実
装
す
る
意
図

３
　
紙
芝
居
と
シ
ネ
・
ポ
エ
ム

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
に
追
記
さ
れ
た
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

戦
時
下
の
日
本
文
化
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド

推
進
さ
れ
る
日
ソ
の
文
化
交
流

大
衆
文
化
が
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
化
さ
れ
て
い
く

紙
芝
居
は
「
映
画
的
」
？

国
策
と
し
て
の
紙
芝
居

俳
句
・
短
歌
に
も
援
用
さ
れ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

シ
ネ
・
ポ
エ
ム
の
登
場

詩
と
映
像
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る
「
字
幕
」

シ
ネ
・
ポ
エ
ム
の
起
源

同
一
化
さ
れ
る
「
映
画
的
」
と
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
見
え
な
い
政
治
性

詩
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画

98
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４
　
絵
巻
物
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
説
の
誕
生

日
本
の
古
代
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

絵
巻
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
罠

拡
散
す
る
絵
巻
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論

接
続
さ
れ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
絵
巻

「
日
本
的
な
性
格
」
を
与
え
る
た
め
の
研
究

漫
画
映
画
の
絵
巻
化
の
意
図

絵
巻
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
左
派
の
も
の
だ
っ
た

３
　
紙
芝
居
と
シ
ネ
・
ポ
エ
ム

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
に
追
記
さ
れ
た
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

戦
時
下
の
日
本
文
化
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド

推
進
さ
れ
る
日
ソ
の
文
化
交
流

大
衆
文
化
が
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
化
さ
れ
て
い
く

紙
芝
居
は
「
映
画
的
」
？

国
策
と
し
て
の
紙
芝
居

俳
句
・
短
歌
に
も
援
用
さ
れ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

シ
ネ
・
ポ
エ
ム
の
登
場

詩
と
映
像
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る
「
字
幕
」

シ
ネ
・
ポ
エ
ム
の
起
源

同
一
化
さ
れ
る
「
映
画
的
」
と
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
見
え
な
い
政
治
性

詩
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画

第
二
章

　モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
の
報
道

172

１
　
報
道
写
真
と
国
策
の
実
装

写
真
を
経
由
し
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
政
治
化
し
た

145172
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美
学
か
ら
政
治
へ

「
機
械
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か

身
体
を
機
械
と
し
て
捉
え
る

戦
時
用
語
と
し
て
の
「
技
術
」

技
術
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
登
場
す
る
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

実
践
し
な
が
ら
理
論
化
さ
れ
て
い
く

グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
編
集
過
程

堀
野
に
よ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

社
会
へ
参
画
さ
せ
ら
れ
る

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
正
当
化

写
真
家
た
ち
の
転
向

報
道
写
真
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

写
真
は
い
か
に
国
家
の
武
器
に
な
っ
た
か

２
　
ア
マ
チ
ュ
ア
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
素
人
」
と
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
の
誕
生

動
員
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
素
人
演
劇

国
策
と
し
て
の
投
稿
写
真

写
真
に
よ
っ
て
新
体
制
へ
導
く

古
事
記
や
万
葉
集
と
繋
げ
ら
れ
る
日
常
写
真

戦
時
体
制
へ
向
か
う
「
愉
し
い
報
道
写
真
」

写
真
は
い
か
に
武
器
化
さ
れ
た
か

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
が
報
じ
た
「
上
海
空
爆
」
の
威
力

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り

219
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２
　
ア
マ
チ
ュ
ア
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
素
人
」
と
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
の
誕
生

動
員
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
素
人
演
劇

国
策
と
し
て
の
投
稿
写
真

写
真
に
よ
っ
て
新
体
制
へ
導
く

古
事
記
や
万
葉
集
と
繋
げ
ら
れ
る
日
常
写
真

３
　
今
泉
武
治
と
原
弘
─
─
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
技
術
と
し
て
の
レ
イ
ア
ウ
ト

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
国
策
機
関

ソ
ビ
エ
ト
の
「
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
」
か
ら
学
ん
だ
「
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
」

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
研
究
と
実
践
を
担
っ
た
二
人
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

編
集
工
程
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
不
在
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
「
日
本
的
レ
イ
ア
ウ
ト
」

普
遍
的
な
技
術
と
し
て
の
原
の
レ
イ
ア
ウ
ト
論

政
治
的
な
技
術
と
し
て
の
今
泉
の
レ
イ
ア
ウ
ト
論

戦
時
体
制
へ
向
か
う
「
愉
し
い
報
道
写
真
」

写
真
は
い
か
に
武
器
化
さ
れ
た
か

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
が
報
じ
た
「
上
海
空
爆
」
の
威
力

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り

４
　
報
道
技
術
研
究
会
と
「
心
」
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

戦
後
の
文
化
史
を
担
う
人
物
が
参
画
し
た
東
方
社
と
報
道
技
術
研
究
会

「
協
働
」
に
よ
る
横
断
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

宣
伝
に
よ
る
「
心
」
の
組
織
化

レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
国
民
を
「
包
摂
」
し
「
協
働
」
さ
せ
る

国
策
の
展
示
会
が
生
み
出
し
た
興
奮

「
心
」
を
「
国
家
」
の
も
の
に
作
り
か
え
る
技
術

256283
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「
レ
イ
ア
ウ
ト
」
に
よ
る
統
治

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
が
街
頭
に
ま
で
拡
張
す
る

国
家
宣
伝
の
た
め
に
拡
張
さ
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
論

有
楽
町
に
現
れ
た
標
語
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
が
全
メ
デ
ィ
ア
に
展
開
さ
れ
る

「
電
通
的
な
」
国
家
事
業
の
起
源

第
三
章

　柳
田
國
男
と
戦
時
下
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

１
　
重
ね
撮
り
写
真
か
ら
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
へ

柳
田
國
男
が
一
度
だ
け
使
っ
た
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

自
然
主
義
と
素
人
写
真

「
重
ね
撮
り
写
真
」
と
柳
田
の
方
法

「
重
ね
撮
り
写
真
」
に
人
間
の
性
質
が
現
れ
る
？

「
重
ね
撮
り
写
真
」
二
つ
の
解
釈

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
並
べ
ら
れ
た
柳
田
の
手
法

「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
」
と
「
重
出
立
証
法
」

柳
田
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的

柳
田
が
構
想
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
民
間
伝
承
」
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
共
化

『
遠
野
物
語
』
の
索
引
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

335

「
重
出
立
証
法
」
と
写
真
の
対
峙

335
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１
　
重
ね
撮
り
写
真
か
ら
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
へ

柳
田
國
男
が
一
度
だ
け
使
っ
た
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

自
然
主
義
と
素
人
写
真

「
重
ね
撮
り
写
真
」
と
柳
田
の
方
法

「
重
ね
撮
り
写
真
」
に
人
間
の
性
質
が
現
れ
る
？

「
重
ね
撮
り
写
真
」
二
つ
の
解
釈

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
並
べ
ら
れ
た
柳
田
の
手
法

「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
」
と
「
重
出
立
証
法
」

柳
田
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的

柳
田
が
構
想
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

『
民
間
伝
承
』
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
共
化

『
遠
野
物
語
』
の
索
引
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

２
　
三
木
茂
と
も
う
一
つ
の
「
ル
ー
ペ
論
争
」

柳
田
國
男
に
遭
遇
し
た
写
真
と
映
画

国
策
と
し
て
の
「
郷
土
」

農
村
は
い
か
に
し
て
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
対
象
に
な
っ
た
か

柳
田
に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
の
選
評

農
村
映
画
の
誕
生

柳
田
は
農
村
映
画
を
ど
う
評
価
し
た
か

「
民
俗
学
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
当
然
」

文
化
映
画
『
土
に
生
き
る
』
の
手
法

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
論
争

「
新
体
制
用
語
」
を
用
い
た
批
難

「
原
則
」
の
話
が
し
た
い

報
告
と
し
て
の
写
真

文
化
の
「
偏
差
」
の
中
に
自
身
の
民
俗
を
位
置
づ
け
る

国
策
化
さ
れ
る
柳
田
國
男

「
演
出
」
と
「
非
演
出
」
の
対
立

柳
田
式
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
変
化

「
報
道
写
真
で
は
な
い
」

「
本
当
の
日
本
人
」
を
描
く
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

「
重
出
立
証
法
」
と
写
真
の
対
峙

376
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終

　章

　手
塚
治
虫
と
占
領
下
・
戦
後
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

ユ
ダ
ヤ
人
居
留
地
を
撮
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
・
手
塚
粲

手
塚
治
虫
に
影
響
を
与
え
た
戦
時
下
の
映
画

手
塚
治
虫
の
習
作
と
協
働
す
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

手
塚
の
映
画
論
的
教
養

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
に
見
え
る
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
ロ
ジ
ッ
ク

『
海
の
神
兵
』
と
フ
ォ
ト
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

手
塚
が
出
演
し
た
『
罪
と
罰
』
の
素
人
演
劇

ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
に
日
本
を
見
出
す
こ
と
の
錯
誤

440

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
へ
の
興
奮
と
『
雪
国
の
民
俗
』
の
冷
静
さ

あ
と
が
き

472

ま
え
が
き

本
書
は
新
書
に
し
て
は
大
部
な
の
で
読
者
へ
の
便
宜
の
た
め
に
梗
概
を
兼
ね
た
「
ま
え
が
き
」
を
付
す
。

「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
映
画
用
語
が
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
の
映
画
監
督
で
あ
り
理
論
家
で
も
あ
る
セ
ル
ゲ

イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
が
唱
え
た
映
画
理
論
で
あ
る
。
現
在
の
映
画
論
や
映
画
研
究
の
領
域
で
は
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
耐
用
年
数
の
尽
き
た
用
語
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
語
が
一
つ
の
社
会
的
な
流
行
語
と
な
っ
た
時
代
が
か
つ
て
あ
っ
た
。

西
暦
で
言
え
ば
一
九
三
〇
年
代
、
年
号
で
言
え
ば
昭
和
初
頭
に
始
ま
る
時
代
で
あ
る
。

映
画
雑
誌
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
に
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
翻
訳
さ
れ
る
の
は
一
九
三
〇

年
。
翌
年
に
は
中
国
大
陸
で
関
東
軍
が
暴
走
し
、
一
九
三
二
年
傀か

い

儡ら
い

国
家
満ま
ん

州し
ゆ
う

国こ
く

を
作
り
上
げ
る
。
そ
れ
か

ら
一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
を
十
五
年
戦
争
と
呼
ぶ
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
ブ
ー
ム
は
ま
さ
に
そ
の
戦
時
下

に
起
き
る
の
だ
。

資
料
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
修
正
す
る
な
ど

適
宜
表
記
を
改
め
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
原
文
に
な
い
振
り
仮
名
を
追
加
し
て
い
る
。
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11　　まえがき

ま
え
が
き

本
書
は
新
書
に
し
て
は
大
部
な
の
で
読
者
へ
の
便
宜
の
た
め
に
梗
概
を
兼
ね
た
「
ま
え
が
き
」
を
付
す
。

「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
映
画
用
語
が
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
の
映
画
監
督
で
あ
り
理
論
家
で
も
あ
る
セ
ル
ゲ

イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
が
唱
え
た
映
画
理
論
で
あ
る
。
現
在
の
映
画
論
や
映
画
研
究
の
領
域
で
は
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
耐
用
年
数
の
尽
き
た
用
語
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
語
が
一
つ
の
社
会
的
な
流
行
語
と
な
っ
た
時
代
が
か
つ
て
あ
っ
た
。

西
暦
で
言
え
ば
一
九
三
〇
年
代
、
年
号
で
言
え
ば
昭
和
初
頭
に
始
ま
る
時
代
で
あ
る
。

映
画
雑
誌
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
に
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
翻
訳
さ
れ
る
の
は
一
九
三
〇

年
。
翌
年
に
は
中
国
大
陸
で
関
東
軍
が
暴
走
し
、
一
九
三
二
年
傀か

い

儡ら
い

国
家
満ま
ん

州し
ゆ
う

国こ
く

を
作
り
上
げ
る
。
そ
れ
か

ら
一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
を
十
五
年
戦
争
と
呼
ぶ
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
ブ
ー
ム
は
ま
さ
に
そ
の
戦
時
下

に
起
き
る
の
だ
。

資
料
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
修
正
す
る
な
ど

適
宜
表
記
を
改
め
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
原
文
に
な
い
振
り
仮
名
を
追
加
し
て
い
る
。
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12

こ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
流
行
は
束つ
か

の
間ま

の
世
相
に
止と
ど

ま
ら
な
い
。
戦
時
下
の
国
家
広
告
、
つ
ま
り
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
支
え
る
理
論
と
し
て
多
方
面
で
援
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
論
を
語
る
「
方
法
」
と
も
な

る
。本

書
は
、
こ
の
よ
う
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
「
日
本
」
や
「
日
本
文
化
」
を
語
る
方
法
と
し
て
特
化
し
て
い

く
過
程
を
い
く
つ
か
の
メ
デ
ィ
ア
領
域
で
検
証
す
る
。
つ
ま
り
「
日
本
文
化
論
」
の
作
ら
れ
方
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
の
一
つ
だ
と
も
い
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
な
の
か
。

当
時
、
映
画
理
論
は
最
先
端
の
「
現
代
思
想
」
の
類
い
で
あ
り
、
そ
の
種
の
流
行
の
用
語
や
概
念
で
も
っ
と

も
ら
し
い
こ
と
を
語
る
の
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
出
自
が
ソ
ビ
エ
ト

の
映
画
理
論
な
ら
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
思
想
を
弾
圧
し
た
時
代
に
、
そ
れ
が
流
行
す
る
こ
と
も
、
ま
し
て

国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
援
用
さ
れ
る
な
ど
あ
り
得
な
い
、
と
考
え
る
向
き
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
「
日
本
」
や
「
日
本
文
化
」
を
語
る
作
法
と
し
て
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
方
法
論
に
転
用
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
事
実
と
し
て
戦
時
下
に
起
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
は
、「
キ
ネ
マ
旬
報
」
に
翻
訳
さ
れ
た
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
論
が
「
日
本
文
化
と
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
」
と
題
す
る
日
本
文
化
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
一
端
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思
う
が
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
「
漢
字
」
を
「
へ
ん
」
と
「
つ

く
り
」
か
ら
な
る
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
だ
と
し
、
そ
れ
こ
そ
が
「
日
本
文
化
」
の
本
質
だ
と
主
張
し
た
。
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
と
は
映
画
の
編
集
に
お
い
て
「
カ
ッ
ト
」
と
「
カ
ッ
ト
」
を
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
す
る
こ
と
で
単
独

の
カ
ッ
ト
で
は
持
ち
得
な
い
上
位
の
意
味
を
生
成
す
る
弁
証
法
的
手
法
だ
が
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
こ
の

論
文
で
漢
字
だ
け
で
な
く
、
俳
句
や
短
歌
、
あ
る
い
は
、
歌
舞
伎
の
演
技
な
ど
多
く
の
日
本
の
伝
統
文
化
が
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
「
漢
字
」
は
中
国
文
化
だ

し
、
実
は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
は
原
始
的
な
文
化
の
普
遍
的
な
原
理
だ
と
言
っ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
東
洋
な
り
未
開
な
社
会
に
内
在
す
る
文
化
の
原
理
を
語
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
「
日
本
ス
ゴ
イ
」
論
で
は
な
い
。「
日
本
」
を
持
ち
上
げ
て
い
る
の
は
、「
日
本
文
化
と
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
」
と

い
う
論
文
が
日
本
の
映
画
人
を
自
分
た
ち
の
陣
営
に
引
き
込
む
扇
動
目
的
の
文
章
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
日
本
文
化
論
」
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
は
あ
っ
と
い
う
間
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
エ
イ

ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
が
言
及
し
な
か
っ
た
「
日
本
文
化
」
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
で
解
析
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
日

本
文
化
論
へ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
拡
張
が
い
く
つ
も
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。

そ
う
や
っ
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
流
行
が
起
き
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
絵
巻
物
に
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
実

は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
、
日
本
文
化
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
だ
と
言
い
つ
つ
、
日
本
映
画
に
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
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13　　まえがき

こ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
流
行
は
束つ
か

の
間ま

の
世
相
に
止と
ど

ま
ら
な
い
。
戦
時
下
の
国
家
広
告
、
つ
ま
り
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
支
え
る
理
論
と
し
て
多
方
面
で
援
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
論
を
語
る
「
方
法
」
と
も
な

る
。本

書
は
、
こ
の
よ
う
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
「
日
本
」
や
「
日
本
文
化
」
を
語
る
方
法
と
し
て
特
化
し
て
い

く
過
程
を
い
く
つ
か
の
メ
デ
ィ
ア
領
域
で
検
証
す
る
。
つ
ま
り
「
日
本
文
化
論
」
の
作
ら
れ
方
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
の
一
つ
だ
と
も
い
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
な
の
か
。

当
時
、
映
画
理
論
は
最
先
端
の
「
現
代
思
想
」
の
類
い
で
あ
り
、
そ
の
種
の
流
行
の
用
語
や
概
念
で
も
っ
と

も
ら
し
い
こ
と
を
語
る
の
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
出
自
が
ソ
ビ
エ
ト

の
映
画
理
論
な
ら
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
思
想
を
弾
圧
し
た
時
代
に
、
そ
れ
が
流
行
す
る
こ
と
も
、
ま
し
て

国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
援
用
さ
れ
る
な
ど
あ
り
得
な
い
、
と
考
え
る
向
き
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
が
「
日
本
」
や
「
日
本
文
化
」
を
語
る
作
法
と
し
て
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
方
法
論
に
転
用
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
事
実
と
し
て
戦
時
下
に
起
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
は
、「
キ
ネ
マ
旬
報
」
に
翻
訳
さ
れ
た
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
論
が
「
日
本
文
化
と
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
」
と
題
す
る
日
本
文
化
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
一
端
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思
う
が
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
「
漢
字
」
を
「
へ
ん
」
と
「
つ

く
り
」
か
ら
な
る
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
だ
と
し
、
そ
れ
こ
そ
が
「
日
本
文
化
」
の
本
質
だ
と
主
張
し
た
。
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
と
は
映
画
の
編
集
に
お
い
て
「
カ
ッ
ト
」
と
「
カ
ッ
ト
」
を
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
す
る
こ
と
で
単
独

の
カ
ッ
ト
で
は
持
ち
得
な
い
上
位
の
意
味
を
生
成
す
る
弁
証
法
的
手
法
だ
が
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
こ
の

論
文
で
漢
字
だ
け
で
な
く
、
俳
句
や
短
歌
、
あ
る
い
は
、
歌
舞
伎
の
演
技
な
ど
多
く
の
日
本
の
伝
統
文
化
が
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
「
漢
字
」
は
中
国
文
化
だ

し
、
実
は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
は
原
始
的
な
文
化
の
普
遍
的
な
原
理
だ
と
言
っ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
東
洋
な
り
未
開
な
社
会
に
内
在
す
る
文
化
の
原
理
を
語
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
「
日
本
ス
ゴ
イ
」
論
で
は
な
い
。「
日
本
」
を
持
ち
上
げ
て
い
る
の
は
、「
日
本
文
化
と
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
」
と

い
う
論
文
が
日
本
の
映
画
人
を
自
分
た
ち
の
陣
営
に
引
き
込
む
扇
動
目
的
の
文
章
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
日
本
文
化
論
」
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
は
あ
っ
と
い
う
間
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
エ
イ

ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
が
言
及
し
な
か
っ
た
「
日
本
文
化
」
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
で
解
析
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
日

本
文
化
論
へ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
拡
張
が
い
く
つ
も
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。

そ
う
や
っ
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
流
行
が
起
き
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
絵
巻
物
に
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
実

は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
、
日
本
文
化
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
だ
と
言
い
つ
つ
、
日
本
映
画
に
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
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14

の
手
法
は
見
ら
れ
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
当
時
の
日
本
映
画
界
の
反
論
な
の
か
、
絵
巻
は

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
が
映
画
評
論
家
を
中
心
に
広
く
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
の
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
競
争
力
を
可
能
に
し
た
の
は
そ
の
基
礎
に
絵
巻
物
と
い
う

「
伝
統
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
日
本
文
化
論
の
出
自
は
、
実
は
こ
の
時
代
に
ま
で
遡
れ
る
の
だ
。

し
か
も
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
」
の
流
行
は
日
本
文
化
論
へ
の
拡
張
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
流
行
は
ま
ず
大
衆
文
化
に
及
ぶ
。

私
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
紙
芝
居
が
最
初
か
ら
今
の
形
で
、
し
か
も
な
ん
と
な
く
古
く
か
ら
あ
る
伝
統
的
な
大
衆

文
化
だ
と
思
い
が
ち
だ
が
、
一
枚
一
枚
、
紙
を
め
く
っ
て
見
せ
る
と
い
う
形
式
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
応
用
だ

と
紙
芝
居
黎れ

い

明め
い

期き

を
生
き
た
人
が
回
想
し
て
い
る
。

戦
時
下
、
紙
芝
居
は
国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
ツ
ー
ル
に
一
転
す
る
が
、
同
じ
よ
う
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う

方
法
の
実
装
が
視
覚
表
現
の
周
辺
で
広
く
進
行
す
る
。
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
で
は
な
い
と
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン

に
言
わ
れ
た
日
本
映
画
で
は
、
文
化
映
画
と
呼
ば
れ
た
記
録
映
画
・
啓
蒙
映
画
の
領
域
に
い
さ
さ
か
極
端
な
形

で
採
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
手
法
は
最
終
的
に
は
漫
画
映
画
（
ア
ニ
メ
）
に
及
ぶ
。

そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
、
写
真
や
そ
の
応
用
先
と
し
て
の
広
告
で
も
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
実
装
は
進
む
。
写
真

の
場
合
は
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
、
広
告
も
当
然
、
印
刷
物
が
中
心
で
あ
り
、
紙
媒
体
で
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
実
践

が
い
く
つ
も
試
み
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
興
味
深
い
の
は
写
真
で
あ
る
。

絵
画
と
い
う
芸
術
の
代
替
と
し
て
あ
っ
た
写
真
は
、
昭
和
初
頭
、
一
転
し
て
「
社
会
」
と
結
び
つ
こ
う
と
す

る
。
そ
の
「
社
会
」
と
は
、
当
初
は
束
の
間
、
社
会
主
義
的
な
「
社
会
」
で
あ
り
、
す
ぐ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な

「
国
家
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
で
は
、「
社
会
」（
あ
る
い
は
「
国
家
」）
と
は
何
か
と
写
真
家
に

よ
っ
て
議
論
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
そ
の
形
跡
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
は
第
三
者
に
丸
投
げ
さ
れ
た
印
象
だ
。

例
え
ば
、「
写
真
」
の
「
社
会
化
」
と
い
う
試
み
と
し
て
は
「
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
様
式
が

あ
る
。

雑
誌
の
写
真
ペ
ー
ジ
や
新
し
く
登
場
し
た
グ
ラ
フ
雑
誌
で
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
ド

イ
ツ
の
ダ
ダ
起
源
の
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
折
衷
の
よ
う
な
方
法
に
基
づ
く
誌
面
が
、
紙
媒
体
の
上
で
の

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
実
験
と
し
て
作
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
時
、
こ
の
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
実
践
し
た
写

真
家
は
、
写
真
が
「
社
会
」
的
で
あ
る
た
め
に
「
社
会
人
」
と
組
も
う
と
し
た
。「
社
会
人
」
と
は
社
会
的
主

題
を
扱
う
映
画
監
督
や
劇
作
家
、
文
学
者
、
評
論
家
ら
を
言
い
、
な
ぜ
か
写
真
家
は
、
写
真
が
社
会
的
で
あ
る

こ
と
を
彼
ら
に
委
託
し
て
し
ま
う
。
写
真
家
は
彼
ら
の
「
社
会
」
を
表
出
す
る
方
法
と
し
て
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

の
た
め
の
材
料
を
提
供
す
る
側
に
回
る
の
だ
。
こ
の
「
社
会
」
が
「
国
家
」
に
変
わ
る
こ
と
で
グ
ラ
フ
・
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
の
方
法
は
さ
し
て
軋あ

つ

轢れ
き

も
な
く
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
法
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
成
立
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た
め
の
写
真
を
広
く
「
報
道
写
真
」
と
い
う
。
今
「
報
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15　　まえがき

の
手
法
は
見
ら
れ
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
当
時
の
日
本
映
画
界
の
反
論
な
の
か
、
絵
巻
は

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
が
映
画
評
論
家
を
中
心
に
広
く
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
の
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
競
争
力
を
可
能
に
し
た
の
は
そ
の
基
礎
に
絵
巻
物
と
い
う

「
伝
統
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
日
本
文
化
論
の
出
自
は
、
実
は
こ
の
時
代
に
ま
で
遡
れ
る
の
だ
。

し
か
も
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
」
の
流
行
は
日
本
文
化
論
へ
の
拡
張
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
流
行
は
ま
ず
大
衆
文
化
に
及
ぶ
。

私
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
紙
芝
居
が
最
初
か
ら
今
の
形
で
、
し
か
も
な
ん
と
な
く
古
く
か
ら
あ
る
伝
統
的
な
大
衆

文
化
だ
と
思
い
が
ち
だ
が
、
一
枚
一
枚
、
紙
を
め
く
っ
て
見
せ
る
と
い
う
形
式
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
応
用
だ

と
紙
芝
居
黎れ

い

明め
い

期き

を
生
き
た
人
が
回
想
し
て
い
る
。

戦
時
下
、
紙
芝
居
は
国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
ツ
ー
ル
に
一
転
す
る
が
、
同
じ
よ
う
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う

方
法
の
実
装
が
視
覚
表
現
の
周
辺
で
広
く
進
行
す
る
。
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
で
は
な
い
と
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン

に
言
わ
れ
た
日
本
映
画
で
は
、
文
化
映
画
と
呼
ば
れ
た
記
録
映
画
・
啓
蒙
映
画
の
領
域
に
い
さ
さ
か
極
端
な
形

で
採
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
手
法
は
最
終
的
に
は
漫
画
映
画
（
ア
ニ
メ
）
に
及
ぶ
。

そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
、
写
真
や
そ
の
応
用
先
と
し
て
の
広
告
で
も
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
実
装
は
進
む
。
写
真

の
場
合
は
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
、
広
告
も
当
然
、
印
刷
物
が
中
心
で
あ
り
、
紙
媒
体
で
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
実
践

が
い
く
つ
も
試
み
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
興
味
深
い
の
は
写
真
で
あ
る
。

絵
画
と
い
う
芸
術
の
代
替
と
し
て
あ
っ
た
写
真
は
、
昭
和
初
頭
、
一
転
し
て
「
社
会
」
と
結
び
つ
こ
う
と
す

る
。
そ
の
「
社
会
」
と
は
、
当
初
は
束
の
間
、
社
会
主
義
的
な
「
社
会
」
で
あ
り
、
す
ぐ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な

「
国
家
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
で
は
、「
社
会
」（
あ
る
い
は
「
国
家
」）
と
は
何
か
と
写
真
家
に

よ
っ
て
議
論
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
そ
の
形
跡
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
は
第
三
者
に
丸
投
げ
さ
れ
た
印
象
だ
。

例
え
ば
、「
写
真
」
の
「
社
会
化
」
と
い
う
試
み
と
し
て
は
「
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
様
式
が

あ
る
。

雑
誌
の
写
真
ペ
ー
ジ
や
新
し
く
登
場
し
た
グ
ラ
フ
雑
誌
で
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
ド

イ
ツ
の
ダ
ダ
起
源
の
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
折
衷
の
よ
う
な
方
法
に
基
づ
く
誌
面
が
、
紙
媒
体
の
上
で
の

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
の
実
験
と
し
て
作
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
時
、
こ
の
グ
ラ
フ
・
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
実
践
し
た
写

真
家
は
、
写
真
が
「
社
会
」
的
で
あ
る
た
め
に
「
社
会
人
」
と
組
も
う
と
し
た
。「
社
会
人
」
と
は
社
会
的
主

題
を
扱
う
映
画
監
督
や
劇
作
家
、
文
学
者
、
評
論
家
ら
を
言
い
、
な
ぜ
か
写
真
家
は
、
写
真
が
社
会
的
で
あ
る

こ
と
を
彼
ら
に
委
託
し
て
し
ま
う
。
写
真
家
は
彼
ら
の
「
社
会
」
を
表
出
す
る
方
法
と
し
て
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

の
た
め
の
材
料
を
提
供
す
る
側
に
回
る
の
だ
。
こ
の
「
社
会
」
が
「
国
家
」
に
変
わ
る
こ
と
で
グ
ラ
フ
・
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
の
方
法
は
さ
し
て
軋あ

つ

轢れ
き

も
な
く
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
法
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
成
立
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た
め
の
写
真
を
広
く
「
報
道
写
真
」
と
い
う
。
今
「
報
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16

道
」
と
い
う
語
か
ら
感
じ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
し
か
し
「
報
道
写

真
」
と
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
報
道
写
真
」
の

本
質
は
「
組
写
真
」
と
い
う
形
式
に
特
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
今
み
れ
ば
、
雑
誌
の
あ
り
ふ
れ
た
グ
ラ

ビ
ア
の
見
せ
方
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
複
数
枚
の
写
真
を
文
字
と
と
も
に
構
成
す
る
紙
版
の
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
紙
媒
体
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
広
告
の
手
法
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
理
論
的
な
追
求
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
た
だ
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
国
家
広
告
と
い
う
舞
台
で
実
践
さ

れ
、
再
び
理
論
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
う
や
っ
て
戦
時
下
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
は
方
法
論
と
し
て
は

先
鋭
化
し
て
い
く
。

だ
が
奇
妙
な
こ
と
に
こ
れ
ら
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
が
国
家
広
告
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
以
上
、
何
よ
り
そ
こ
で
表

現
さ
れ
る
「
国
家
」
な
り
「
日
本
」
が
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
問
な
の
だ
。
な
ぜ
な

ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ
の
援
用
が
拡
大
す
る
中
で
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
方
法
そ
の
も
の
が
「
日
本
的
」
で

あ
る
こ
と
と
半
ば
同
義
に
も
な
り
か
け
て
い
た
か
ら
だ
。
結
果
、「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
表
現
を
す
る
こ
と
で
そ

こ
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
「
日
本
」
に
つ
い
て
は
不
問
に
な
っ
て
い
る
印
象
さ
え
あ
る
。
結
局
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ

テ
イ
ン
の
日
本
文
化
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
説
が
戦
時
下
の
「
日
本
」
語
り
の
方
便
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
戦
況
が
進

め
ば
さ
す
が
に
あ
か
ら
さ
ま
に
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
名
は
語
ら
れ
な
く
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
方
法
と
し
て
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
が
「
日
本
」
を
放ほ

う

擲て
き

し
た
ま
ま
、
そ
の
方
法
だ
け
が
過
剰
な

ま
で
に
進
化
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
拡
張
し
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
ひ
ど
く
空
虚
な
「
日
本
」
を
発
信
し
つ
つ
、
最
後
ま
で

表
現
す
べ
き
も
の
を
持
ち
得
な
い
空
洞
の
様
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
例
外
は
あ
っ
た
。
柳や

な
ぎ田た

國く
に

男お

は

薄
氷
を
踏
む
か
の
よ
う
に
し
て
か
ろ
う
じ
て
、
そ
し
て
戦
時
下
の
手
塚
治お

さ

虫む

少
年
は
奇
跡
に
も
、
等
し
く
「
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
方
法
」
で
表
現
す
べ
き
確
か
な
も
の
を
見み

出い
だ

す
。

本
書
は
そ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
お
け
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
言
説
の
運
命
を
追
う
。

本
書
で
扱
う
領
域
は
映
画
、
写
真
、
文
学
、
広
告
、
そ
し
て
民
俗
学
、
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
に
及
ぶ
。
そ
こ
で

言
及
さ
れ
て
い
る
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
関
心
の
あ
る
方
た
ち
に
と
っ
て
は
格
段
、
目
新
し
い
議
論
で
も

な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
柳
田
國
男
と
手
塚
治
虫
を
除
け
ば
専
門
外
の
浅
学
な
の
で
つ
た
な
い
記
述
も
多
々

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
領
域
を
越
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

「
戦
時
下
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
歴
史
が
見
え
て
は
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
始
め
よ
う
。
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17　　まえがき

道
」
と
い
う
語
か
ら
感
じ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
し
か
し
「
報
道
写

真
」
と
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
報
道
写
真
」
の

本
質
は
「
組
写
真
」
と
い
う
形
式
に
特
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
今
み
れ
ば
、
雑
誌
の
あ
り
ふ
れ
た
グ
ラ

ビ
ア
の
見
せ
方
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
複
数
枚
の
写
真
を
文
字
と
と
も
に
構
成
す
る
紙
版
の
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
紙
媒
体
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
広
告
の
手
法
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
理
論
的
な
追
求
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
た
だ
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
国
家
広
告
と
い
う
舞
台
で
実
践
さ

れ
、
再
び
理
論
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
う
や
っ
て
戦
時
下
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
論
は
方
法
論
と
し
て
は

先
鋭
化
し
て
い
く
。

だ
が
奇
妙
な
こ
と
に
こ
れ
ら
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
が
国
家
広
告
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
以
上
、
何
よ
り
そ
こ
で
表

現
さ
れ
る
「
国
家
」
な
り
「
日
本
」
が
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
問
な
の
だ
。
な
ぜ
な

ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ
の
援
用
が
拡
大
す
る
中
で
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
方
法
そ
の
も
の
が
「
日
本
的
」
で

あ
る
こ
と
と
半
ば
同
義
に
も
な
り
か
け
て
い
た
か
ら
だ
。
結
果
、「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
表
現
を
す
る
こ
と
で
そ

こ
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
「
日
本
」
に
つ
い
て
は
不
問
に
な
っ
て
い
る
印
象
さ
え
あ
る
。
結
局
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ

テ
イ
ン
の
日
本
文
化
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
説
が
戦
時
下
の
「
日
本
」
語
り
の
方
便
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
戦
況
が
進

め
ば
さ
す
が
に
あ
か
ら
さ
ま
に
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
名
は
語
ら
れ
な
く
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
方
法
と
し
て
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
が
「
日
本
」
を
放ほ

う

擲て
き

し
た
ま
ま
、
そ
の
方
法
だ
け
が
過
剰
な

ま
で
に
進
化
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
拡
張
し
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
ひ
ど
く
空
虚
な
「
日
本
」
を
発
信
し
つ
つ
、
最
後
ま
で

表
現
す
べ
き
も
の
を
持
ち
得
な
い
空
洞
の
様
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
例
外
は
あ
っ
た
。
柳や

な
ぎ田た

國く
に

男お

は

薄
氷
を
踏
む
か
の
よ
う
に
し
て
か
ろ
う
じ
て
、
そ
し
て
戦
時
下
の
手
塚
治お

さ

虫む

少
年
は
奇
跡
に
も
等
し
く
「
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
方
法
」
で
表
現
す
べ
き
確
か
な
も
の
を
見み

出い
だ

す
。

本
書
は
そ
の
よ
う
な
戦
時
下
に
お
け
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
言
説
の
運
命
を
追
う
。

本
書
で
扱
う
領
域
は
映
画
、
写
真
、
文
学
、
広
告
、
そ
し
て
民
俗
学
、
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
に
及
ぶ
。
そ
こ
で

言
及
さ
れ
て
い
る
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
関
心
の
あ
る
方
た
ち
に
と
っ
て
は
格
段
、
目
新
し
い
議
論
で
も

な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
柳
田
國
男
と
手
塚
治
虫
を
除
け
ば
専
門
外
の
浅
学
な
の
で
つ
た
な
い
記
述
も
多
々

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
領
域
を
越
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

「
戦
時
下
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
歴
史
が
見
え
て
は
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
始
め
よ
う
。
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